
郡山市立小原田中学校

学校だより
Ｎｏ.40Ｎｏ.40

■ 心身ともに健康で明朗な生徒

■ 自主的に学習する生徒

■ 責任を重んじ協調性のある生徒
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【発行責任者】郡山市立小原田中学校長 熊 坂 洋

アフガニスタンに人生を捧げた中村 哲さん

「100の診療所より１本の用水路を…」
昨年12月、アフガニスタンで銃撃されて亡くなった医師中村哲さんの残し

た言葉です。中村さんは、今から３６年前にハンセン病治療のためパキスタ
ンで医療活動を始め、1991年には、アフガニスタンで初めて診療所を開設し
ました。しかし、2001年から始まったアメリカによるアフガニスタンでの軍
事作戦などの影響で、現地での医療活動は大幅な縮小を余儀なくされました。

さらに、この頃、アフガニスタンでは干ばつが悪化し、水不足による栄養失調
や感染症が急増。このため中村さんは、医療活動と並行して井戸を掘る活動を
始め、2006年までに飲料用の井戸およそ1600本と、かんがい用の井戸13本
を掘りました。戦乱が続くアフガニスタンでは、干ばつと飢餓、病気、貧困も
民衆を苦しめていました。難民は後を絶たず、傭兵（金銭などの利益により雇

われ戦闘・闘争に参加する兵士のこと）を志願する男たちも出てくるなど、治安も悪化してきました。

診療所を開設し、医療に当たってきた中村さんは、「１００の診療所より、１本の用水路が命を救う」
と考え、「緑の大地計画」に乗り出しました。白衣を脱いだ中村さんは自ら土木技術を学び、用水路建
設工事の先頭に立ちました。農民は村の再生をめざして協力し、人海戦術で水路を掘り進めました。最
も難航したのは、大河から水を引く取水口の工事でした。失敗を繰り
返しながら、日本の伝統的な治水工法を取り入れ成果を上げました。
中村さんの不屈の姿勢とともに、現地の人達との深い信頼関係がそこ

にはありました。２５kmに及ぶ用水路が完成し、荒涼とした大地は
人間だけでなく、様々な動植物も生息できる緑豊かな大地へと変貌し
ました。過去と現在を比較する画像がテレビで映し出された時には、
人々の苦闘をうかがうことができ、強く胸を打たれました。
中村さんの活動によって、これまでに、福岡市の面積の
ほぼ半分に相当するおよそ１万6500ヘクタールでかんが

いが行われ、65万人の生活が維持されていると言われて
います。
なぜこのような人物

がテロ行為による凶弾
に倒れ、命を落とさな
ければいけないのか、

その訃報を聞いた時、
人間社会の「醜さ」や 荒涼とした大地が緑豊かな大地へ荒涼とした大地が緑豊かな大地へ

「理不尽さ」を強く感じました。残念でなりませんでした。
中村哲という人物は、自分の《生きることの意味》をアフガニスタンと

いう国、そして、その国の人々に見いだしていたのでしょう。《だから、中
村さんは、そこに身を置いて生きたのだろう。》と…まさに《命の水》、そ

して《アフガニスタン》に自分の人生を捧げた、と言えます。
（裏面へ続く）



「これは平和活動ではない。医療の延長なんですよ。どれだけの人間が助かるということ。」
こう語った中村さんは、あくまでも一人の医師として《人の道》を全うしたのだと思います。

その中村哲さんは、天台宗を開いた最澄の言葉《一隅を照らす》を座右の銘にしていました。
いちぐう て ざ ゆう めい

「自身が置かれた場所で、一つのことに最善を尽くす」という意味です。長年、アフガニスタンに赴

き、医師としての活動の枠を越えて、用水路を建設するなど現地の人たちに寄り添い続けてきた中村さ
んが講演会などで繰り返し伝えてきた言葉です。
《一隅を照らす》…派手さはありませんが、意味深い、重みのある言葉です。

３年生は、いよいよ勝負の時です。１・２年生にも１年後、２年後には必ずこの時がやってきます。

今からの数ヶ月の生活の仕方や学習への取り組みが本当に重要になります。逃げたり、ごまかしたり、
あきらめたりすることなく、どうか１日１日を取りこぼすことなく確実に過ごし、やるべきことに本気
になって取り組んでください。今、自分が置かれている場所で、進路目標達成のための取り組みに最善
を尽くす、まさに《一隅を照らす》ということです。
最後になりますが、夏休み同様、この冬休みの小原田中の目標は、事故「０」の冬休みにすることです。

今回は例年とは違った年末年始になると思います。新型コロナウイルスの感染症対策の徹底と継続を図

るとともに、危険回避の判断、そして善悪の判断をしっかりとつけ行動できるようにしてください。
それでは、どうかよい年を迎えてください。 ～第２学期終業式校長式辞より～

部活動関係についてはすでに紹介済みのため、
今回は作文及び美術関係の受賞者です！

■ 交通安全ポスター及び作文展
～ 第２回受賞報告会より ～

作文の部優秀：１年 大河内汐穏、２年 松坂梨瑚、３年 氏家和璃 ポスターの部優秀：２年 瀧田青空

■ 市造形展

特選 ３年 有馬 慧、菅野心美、小島 遥、菅野巧海、五十嵐湊、石川陽菜、遠藤海來、西田理人

井元彩乃、大橋未紗、前原 詩、松崎留温、宗像千晴、青木 陸、小松美結、田中悠真

橋本琴子、村上喜歩子、安田愛理、矢部羽未

２年 浦山夏樹、岡島 凛、松坂梨瑚、木原碧仁、鈴木日向、鈴木遼介、長尾悠生、近内快成、錦 爽加

１年 池本侑未、酒井美録、田母神由、安田陽向、青栁樹里、香 夢叶、渡部姫花、阿部蒼太

隂山杏莉、児島 潤、峠舘優誠、古川 晄、本田有摩、増子幸希、渡辺凜々

■ 県造形作品秀作審査会

特選 ３年 有馬 慧、遠藤海來、松崎留温、小松美結、田中悠真、橋本琴子、矢部羽未

１年 池本侑未、香 夢叶

２学期の教育活動に対するご理解・ご協力に感謝いたします！２学期の教育活動に対するご理解・ご協力に感謝いたします！
本日で２学期が終了しました。コロナ禍の中、できる限りの教育活動を実施していこ

うとスタートした２学期でした。縮小した部分もありましたが、３年修学旅行、１・２年学習旅行、自然

体験学習、そして、友垣祭と大きな行事を実施することができました。改めまして、２学期の本校教育活

動へのご理解・ご協力に感謝いたします。通常ですとこれから気忙しく慌ただしい年末年始を迎えること

になりますが、今回は“自粛”という文字が真っ先に頭に浮かぶ休みとなりそうです。新型コロナウイル

ス感染者や重傷者の増加、医療機関の逼迫など、厳しい状況が

続く中、我々には感染症対策の基本を徹底していくしか道はな

いと考えます。また、３年生の大部分は人生最初の関門に挑む

正念場を迎えることになります。体調管理や生活のリズムづく

りなどの支援や温かい励ましをお願いいたします。

来たる2021年（令和３年）、一刻も早くコロナが収束し、通

常の生活が送れますようにと願うばかりです。保護者の皆様も

どうか良いお年をお迎えください。


